

















































以上か山るfうlこ「入法界品Jにおいて士聞衆 登場する場面は智儲；；；芯：；る~；~~：：：：：~~，~と；的の 2~~~~~~ 舎















































































































































19 「有善行故得在会。以是別異善行故不見也 J (T35,446b22-24) 
20「或是菩薩変化所作方顕法勝。 J(T35,447~5-6) 






















22 「一切声聞縁覚不聞此経。何況受持。 j 「如来性起品J(T9,630a9) 
23 「四狭劣非器。謂一切二乗無広大心亦非此器。下文云、一切声聞縁覚不聞此経。何況受














































28 「知舎利弗即是影響声開。非実声聞也。即是巴登仏位。入流接凡。 J(T36, 753cl9・20)
29 「如華厳経中所有来衆。皆是乗知来乗仏智果徳自体法身。具普賢行。而随影現十方季I］海
一切道場。還成如来所乗本法。無有一箇三乗根機。設有根機。如盲如聾。不知不覚。
猶知盲人対於日月。猶如聾人間天柴音。 J(T36, 724b) 
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4. 結び
以上で 「入法号Jの声聞衆に関する智償法蔵李通玄三師の捉え方を考
察した。以上の凡廿をまとめると次のようである。
智僚は、「入法界？」における声聞の存在を声聞を包容できるほどの広大な
る法界をあらわすため、また小乗を大乗へ廻入させる？めという法界と教化の
両側面から解釈しており、 『華厳経』の対象として否定Lない。
一方法蔵は 「入法？品」の声聞衆を菩薩が声聞の姿をあらわしたものとして
解釈する。そして、お面によって、たとえば仏菩薩の神変を見ることができな
かった場面子おいては声聞として、仏の会座にいて勧請する場面においては菩
薩と？て捉えている。また、菩薩が声聞の姿をあらわしているのは、 『華厳経』
;:t~：~~；；；；二三よすためであるとし智償ルて法界の側面
乃こういう捉え方は、 『華厳経』の会衆として
相応しくない声聞の存在を強く意識し、会衆の純粋性を維持しようとした結果
であると思われる。しかし、これは声聞そのものを避けての主張であり、した
口止：r声聞と法界との関係という問題は依然として解決されていj 
李通玄は、「入法界品Jの声聞を普薩の示現をもって説明する点においては法
蔵と変わりがない。しかし、声聞の姿をあらわす意図について声聞を廻心させ
てひいては衆生を利益するためであるとしていることから、示現の目的を主に
：~；：：！，~：.；：；；とに置く法蔵町て法界と教化の両面を同時に
こうした三師の干聞に対する解釈は、華厳思想史において声聞を一乗の枠内
に受容しようとしん努力の痕跡として大きな意味をもっているといえる。また、
これは後の華厳思想において多大な影響を及ぼしているが、こうした観点から
澄観以後の解釈については今後の課題としたい。
